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中央公民館周辺エリア
　公共施設再編研究ワークショップ
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市
で
は
、
今
後
の
人
口
減
少
と
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
公
共

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
前
橋
工
科
大
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堤
研
究
室
を
中
心
と
す
る
プ
ロ
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ェ
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ト
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究
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進
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て
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ま
す
。
今
回
、
多
く
の
公
共
施
設
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中
央
公
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館
・
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巣
児
童
セ
ン
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ー
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中
央
児
童
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鴻
巣
東
小
学
校
・
鴻
巣
中
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校
・
鴻
巣
女
子

高
等
学
校
）
が
集
ま
り
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
「
中
央
公
民
館
周
辺
エ
リ
ア
」
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
施
設
単
体
で
は
な
く
、「
エ
リ
ア
」
に
お
け
る
公
共
施
設
の
再

編
案
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
協
働
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
る
市
民
の
ほ
か
、
対
象
施
設
の
利
用

者
、
エ
リ
ア
内
の
学
校
の
児
童
・
生
徒
、
町
内

会
長
、
商
工
会
や
鴻
巣
北
本
青
年
会
議
所
の
メ
ン

バ
ー
が
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
地
域
に
必
要

な
公
共
施
設
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

①自分の家のように考える
　自分の家を建てたり、改築するときと同じように、供給（大
きさ）・質（設備・機能）・財務（予算）のバランスが大事

②必要な「モノ」ではなく、やりたい「コト」から考える
　例えば「図書館（モノ）が欲しい」という考えから「本を読
む・借りる機能（コト）がほしい」という考え方をする

③いろんな意見があることを理解する
　性別や年齢、仕事などによって、必要な施設や設備、利用し
たい時間帯も違うということを理解する

▪公共施設のあり方に対する基本的考えを学ぶ
▪市内で行ったことがある公共施設を書き出す
▪施設見学　写真は中央児童公園を見学している様子
　　　　　　実際に歩くと「木が多い」「段差がある」などの気付きも
【主な気付き】
○利用したことがない施設が多い　○多くの施設が老朽化している
○施設ごとに申請方法が違う

 市内の公共施設は？　約160施設（建物が無い施設・道路や下水道などのインフラを除く）あり、床面積の合計は約35
万㎡。市民１人あたりの保有面積に換算すると約2.8㎡となり、県内40市平均（約2.26㎡）より高い水準です。

考え方のポイント

「現場を知る」６月９日、39人参加第１回
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　これらのたくさんの提案は、公共施設のあり方について、参加
者自身が「自分のこと」として、この場所でやりたいことを、お互
いの意見を理解・尊重しながら話し合った成果ではないでしょうか。
　このような取組は、将来における公共施設の再編手法のひとつ
として捉え、今後も市民協働による地域課題の解決に活用してい
きます。

▪エリアの課題を洗い出し、解決方法を考える

▪施設再編のコンセプト（キャッチフレーズ）を考え、施設のあり方について発表（下表で一部紹介）

地図を広げて案を出し合う

公共施設の維持・管理の
課題とは？
次ページへ続く

「何をどうするか考える」第２回

コンセプト 提案説明 工夫など

グループＡ（小・中学生） ▪芝生で遊んだり、飲食やマンガ、ゲー
ムを楽しめる場所

▪放課後に安心して友だちと過ごせる
場所

▪Wi-Fi（ワイファイ）の設置、校庭・公園の芝生化
▪介護施設や駄菓子屋などさまざまな世代が

利用する施設を配置
大人から子どもまで
楽しみを学ぶ場

グループＢ（高校生） ▪子どもから大人まで、さまざまな人
が使える施設

▪地域の結びつきが自然と生まれる場
所

▪ツリーハウスなど魅力的な遊具を設置
▪各学校合同の天文部をつくり、プラネタリ

ウム運営
▪地元の方による食事の提供

（大人＋子ども）×地域＝
結びつき

グループＣ（20～40歳代） ▪児童館＋公民館＋商工会館の複合施
設で、新しい使い方

▪鴻巣のイベント情報や魅力の発信拠
点

▪子どもを見守るカフェスペース
▪放課後児童クラブを小学校内に設置
▪施設の運営を商工会と連携共に育む「共育エリア」

グループＤ（30～60歳代） ▪施設目的を広く捉え、施設の集約化
を段階的に図る

▪施設の複合化で、利用者層を広げる

▪インターネットで施設利用予約
▪小・中学校を集約し、放課後の子どもの居場

所を確保（管理・運用を一体化）幸ノ巣だよ!!全員集合

グループＥ（60～70歳代） ▪地域住民や利用者が運営に関わる
▪サークル活動を活発化させる発表の

場をつくる

▪利用者主体の運営委員会を設置
▪人が集まり「しゃべる」空間
▪空き教室を利用したサークル活動コミュニティサロン

６月16日、35人参加

「考えを形にする」第３回
６月30日、32人参加

「お互いの考えを知る」第４回
７月14日、35人参加

公園を明るく、利用しやすく

カフェや勉強スペースの整備を

幅広い世代が集まれる施設に

学校と児童センターなどの連携を

ワークショップの様子を紹介した「かわら版」を市ホームページで公開していますので、ぜひご覧ください。5 2018.９Since 1954


